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近
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し
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stitu
tion

s

の
な
か
で
イ
ン
ド
の
経
済

改
革
と
市
場
制
度
の
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
そ
こ
で
の
議
論
を
も

と
に
、
経
済
改
革
と
政
治
・
経
済
・
社
会
の
構
造

変
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

●
イ
ン
ド
の
経
済
改
革
と
経
済
成
長

イ
ン
ド
で
は
一
九
八
○
年
代
中
頃
に
経
済
改
革

が
始
ま
っ
た
が
、
為
替
レ
ー
ト
の
調
整
が
実
施
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
九
九
○
〜
九
一
年
に
国

際
収
支
危
機
が
発
生
し
た
。
抜
本
的
な
改
革
は
一

九
九
一
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
の
支
援
の
も
と
で
始

ま
っ
た
。
そ
れ
以
降
イ
ン
ド
経
済
は
年
間
六
〜
八

％
の
ペ
ー
ス
で
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
成
長

が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
の
政
策
ゆ
え
に
起
き
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
要
因
が
あ
る
の
か
。

私
の
仮
説
は
、
イ
ン
ド
に
は
も
と
も
と
望
ま
し
い

技
術
、
産
業
な
ど
の
資
本
主
義
的
な
資
産
が
あ
っ

た
こ
と
、
そ
の
も
と
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
の
改
革
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
成
長

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な

資
産
が
な
い
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
働
か
ず
、
経

済
成
長
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
の
政
策
の
成
果
を
み
る
と
、
国

ご
と
に
か
な
り
異
な
り
、
政
策
の
イ
ン
パ
ク
ト
に

差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ロ
シ
ア
が
良

い
例
だ
。
世
銀
は
ロ
シ
ア
に
自
由
経
済
を
導
入
し

よ
う
と
し
た
が
失
敗
し
た
。
な
ぜ
な
ら
資
本
主
義

的
な
制
度
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

最
初
に
必
要
な
資
本
主
義
的
な
制
度
は
、
事
業
を

行
う
た
め
の
必
要
条
件
と
な
る
所
有
権
、
著
作
権
、

契
約
の
遵
守
で
あ
る
。
そ
し
て
取
引
コ
ス
ト
を
い

か
に
小
さ
く
す
る
か
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
条

件
の
作
用
関
係
に
よ
り
改
革
の
成
果
が
決
ま
る
と

考
え
る
。

●
イ
ン
ド
資
本
主
義
の
歴
史
的
資
産

経
済
改
革
前
に
、
イ
ン
ド
は
民
主
主
義
と
資
本

主
義
の
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
は
欧

米
的
な
資
本
主
義
制
度
を
英
国
の
植
民
地
支
配
に

よ
り
受
け
継
い
で
い
る
。
植
民
地
期
に
英
国
か
ら

コ
モ
ン
ロ
ー
が
導
入
さ
れ
た
。
加
え
て
地
場
の
企

業
家
が
成
長
し
た
。
彼
ら
は
植
民
地
期
以
前
に
貿

易
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
し
て
繊
維
業
に
お
い
て

貿
易
が
盛
ん
と
な
り
、
次
に
鉄
鋼
業
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
業
に
拡
大
す
る
中
で
成
長
を
遂
げ
た
。

一
九
四
七
年
の
独
立
の
時
点
で
、
イ
ン
ド
に
は
す

で
に
高
い
技
能
の
企
業
家
が
存
在
し
て
い
た
。

一
九
五
○
〜
八
○
年
代
に
輸
入
代
替
工
業
化
政

策
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
、
非
常
に
多
角
化
し
た
産

業
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
技
術
研
究
所

が
設
立
さ
れ
た
。
熟
練
度
が
高
い
世
界
一
流
の
Ｉ

Ｉ
Ｔ
の
よ
う
な
大
学
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
技

能
に
磨
き
が
か
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
競

争
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
の
業
界

の
技
術
レ
ベ
ル
は
世
界
一
流
か
ら
は
ほ
ど
遠
か
っ

た
。
加
え
て
人
口
の
四
○
％
が
貧
困
線
以
下
の
生

活
、
そ
し
て
読
み
書
き
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
改
革
期
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
経
済
制
度
の
変
化
に
伴
う
構
造
変
化

以
上
述
べ
た
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
制
度
条
件

が
質
的
、
量
的
に
変
化
し
た
こ
と
で
、
取
引
コ
ス

ト
、
相
対
価
格
、
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
が
変
わ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
資
源
が
解
放
さ
れ
、
生
産
的
な
利
用

に
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
相
対
価
格
の
変

化
に
よ
り
産
業
ご
と
の
成
長
格
差
が
発
生
し
、
産

業
界
の
国
際
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

一
九
九
一
年
以
降
の
イ
ン
ド
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

産
業
の
成
功
ス
ト
ー
リ
ー
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
経
済
改
革
と
構
造
変
化
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技
術
人
材
が
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
初
期
条
件
が

あ
り
、
経
済
の
拡
大
、
自
由
化
の
結
果
、
Ｉ
Ｔ
部

門
が
急
速
に
成
長
し
、
年
率
約
三
○
％
の
成
長
率

を
達
成
し
た
。
比
較
優
位
の
あ
る
部
門
が
急
速
に

拡
大
し
た
事
例
で
あ
る
。
競
争
に
晒
さ
れ
る
こ
と

で
、
多
く
の
非
効
率
な
業
界
の
リ
ス
ト
ラ
が
始
ま

っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
が
製
造
業
よ
り
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
。

政
治
と
経
済
の
関
係
を
み
る
と
、
技
術
的
能
力

の
あ
る
人
々
が
、
よ
り
効
率
的
な
形
で
経
済
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
経
済
力
を
蓄
え
た
。
こ
れ
ら
の

人
々
が
政
治
力
を
つ
け
改
革
を
提
唱
し
た
。
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
業
界
の
人
々
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
改
革

の
提
唱
者
で
あ
る
。
改
革
の
利
益
を
受
け
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
の
三
五
％
は
読
み

書
き
が
で
き
ず
貧
困
状
態
に
あ
り
、
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
外
に
あ
る
。
改
革
過
程
と
関
係
を
築
け
な

い
人
々
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
改
革
が
始
ま

っ
て
以
降
、
地
域
間
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
。

私
は
、
成
長
の
た
め
の
初
期
条
件
が
イ
ン
ド
の
西

と
南
に
は
高
い
レ
ベ
ル
で
備
わ
っ
て
い
る
が
、
北

の
州
の
経
済
成
長
は
低
迷
、
あ
る
い
は
後
退
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
所
有
権
の
安
定
が
確
保
で

き
て
い
な
い
こ
と
で
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と

は
、
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

人
口
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
所
得
は
国
民

一
人
あ
た
り
約
五
％
上
昇
し
て
い
る
。
製
造
業
に

お
い
て
競
争
が
熾
烈
化
し
、
製
品
価
格
が
下
落
し
、

実
質
所
得
が
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
多

く
の
大
都
市
で
は
、
ス
ラ
ム
街
の
住
人
も
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
を
持
っ
て
い
る
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
価
格

は
競
争
の
熾
烈
化
で
下
落
し
て
い
る
。

し
か
し
所
得
配
分
は
悪
化
し
て
い
る
。
条
件
に

恵
ま
れ
た
人
々
の
所
得
が
急
速
に
増
加
す
る
一
方

で
、
市
場
経
済
の
外
に
あ
る
人
々
は
経
済
改
革
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

●
多
国
籍
企
業
と
地
場
企
業

地
場
企
業
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
私
は
ア

ム
ス
デ
ン
教
授
と
同
意
見
で
あ
る
。
イ
ン
ド
に
は

成
熟
し
た
地
場
企
業
が
存
在
す
る
。
改
革
後
、
多

国
籍
企
業
が
参
入
し
、
地
場
企
業
と
の
間
で
熾
烈

な
競
争
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
ベ
ス
ト
・
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
の
導
入
が
技
術
分
野
で
進
み
、
地
場

企
業
は
そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ス
ズ
キ
自
動
車
は
イ
ン
ド
の
自
動
車
産
業
の
育
成

に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ス
ズ
キ
の
技
術
開
発

の
慣
行
が
導
入
さ
れ
、
部
品
工
業
が
育
成
さ
れ
た

た
め
で
あ
る
。
労
働
の
熟
練
度
も
か
な
り
上
昇
し

て
い
る
。
熟
練
度
の
高
い
経
営
人
材
、
技
術
系
の

人
材
確
保
を
巡
る
競
争
が
、
Ｉ
Ｔ
部
門
や
自
動
車

な
ど
の
製
造
業
部
門
で
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
人

材
獲
得
競
争
は
未
熟
練
、
中
度
の
熟
練
よ
り
、
高

度
な
熟
練
人
材
を
巡
り
熾
烈
化
し
て
い
る
。

多
く
の
地
場
企
業
は
多
国
籍
企
業
と
の
競
争
の

中
で
新
技
術
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
先
進
諸
国

か
ら
購
入
し
た
技
術
を
、
現
地
の
条
件
に
適
応
さ

せ
て
効
率
性
を
高
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
多
く

の
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
輸
出
部
門
に
お
い
て

生
産
性
が
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形

成
さ
れ
、
技
術
開
発
が
促
進
さ
れ
た
。
バ
ン
ガ
ロ

ー
ル
は
活
気
の
あ
る
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
に
成
長
し

た
。競

争
の
熾
烈
化
は
、
地
場
企
業
の
経
営
組
織
に

も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
イ
ン
ド
の
企
業
は
家
族

経
営
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
経
営
能
力
の
強
化
の

必
要
か
ら
、
効
率
化
の
た
め
の
経
営
階
層
の
フ
ラ

ッ
ト
化
、
事
業
の
多
角
化
、
資
本
市
場
の
要
求
に

応
え
る
た
め
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

改
善
な
ど
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

●
経
済
成
長
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

政
府
は
国
民
に
対
す
る
社
会
保
障
、
初
等
・
中

等
教
育
、
機
会
均
等
を
提
供
す
る
役
割
を
負
う
が
、

こ
れ
ら
で
イ
ン
ド
政
府
が
全
く
実
績
を
上
げ
て
い

な
い
点
は
、
成
長
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
ろ
う
。

未
だ
に
貧
困
線
以
下
の
人
口
が
三
五
％
を
占
め
、

社
会
保
障
も
受
け
て
い
な
い
。
初
等
教
育
の
普
及

は
全
く
成
果
が
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
貧
困
層
は
学

校
に
行
け
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
産
業
廃
棄

物
に
よ
る
環
境
悪
化
も
規
制
が
行
わ
れ
ず
、
貧
困

層
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
人
々
が
そ
の
被
害
を

被
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
成
長
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
が
破
綻
状
態
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ

は
州
政
府
の
管
轄
下
に
あ
る
が
、
公
共
工
事
を
め

ぐ
る
腐
敗
・
汚
職
が
深
刻
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
業

界
と
成
長
志
向
の
業
界
の
格
差
は
大
き
い
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
遅
れ
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
成

長
地
域
も
例
外
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
で
は
マ
ス
コ

ミ
の
報
道
の
自
由
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
腐
敗
撲

滅
へ
の
マ
ス
コ
ミ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

（ M
urali Patibandla

／
イ
ン
ド
経
営
大
学
バ

ン
ガ
ロ
ー
ル
校
教
授
）
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